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本学競技者に関する研究 (7)
一年代別競技スポーツ経験の影響ー

雨ケ崎俊子 阿江美恵子 掛水通子

緒言

本研究者達は、女性競技者の競技人生に深く関心

を持っている。本学の競技スポーツ大会に参加した

競技者のうち、主要国際競技大会に参加したエリー

ト競技者について（本学の過去40年にわたる）、平成

8年度の紀要でまとめた（阿江、 1997、掛水、

1997)。

本学の競技者には、エリート競技者を含め、運動

部で大学生活を送った競技者も数多く存在する。本

学の運動部入部状況を平成 9年から過去数年にわ

たってみると、公認クラブのうち運動競技クラブ25

部の入部率は毎年 6割程度である。未公認の運動競

技クラブ3部の入部率と合わせると、約 6割から 7

割前後の学生が運動部に所属し競技生活を送って

いる（平成 9年、学生課調べ）。本学の運動部は競技

力も高く、有力な指導者を数多く有している運動部

である。各運動部の競技レベルは様々であり、先の

研究対象としたエリート競技者であるチャンピオ

ンスポーツ層脚注）は少数であり、それ以外の競技者で

あるクラブスポーツ層脚注）ははるかに多い。何れの層

も運動部員は競技することを目的として活動して

いる。前年より本学運動部所属者のうちエリート競

技者を除いた競技者を対象に研究をすすめている。

大学時代のスポーツとの関わりを、主として心理的

側面から検討し、「本学競技者に関する研究 (5)」

（阿江、 1998)で報告した。

日本学術会議は、1994年「女性科学研究者の環境

改善の緊急性についての提言」という声明を発する

ことを決議した。このことを受けて、日本学術会議

体育学研究連絡委員会は、上記声明作成準備の時

期にあたる 1992年に「女性のライフサイクルからみ

た身体運動と健康」についてのシンポジュームを

開催した。高齢化といった人口構成の変化を含め、

わが国の生活環境が実に多様な変容をとげつつあ

るなかで、女性がスポーツをどのように意識し、実

践すべきなのかという観点から論じ合った（宮下ら、

1995)。

これは女性のスポーツと研究・教育への関心を高

めるという意味をもつものでもあった。

女性のライフサイクルの変容は、スポーツをはじ

め様々な身体運動にも積極的な参加がみられるよ

うになった。また、多種多様なスポーツ種目の中で、

かつては男性独特のスポーツといわれた種目にも

女性がチャレンジするようになり、現代では女性の

参加しない運動種目は殆どなくなってきている。こ

うしたスポーツの変化は、競技者のスポーツに対す

る考え方、関わり方にも時代観によって変化してい

ることが予想される。

本研究は、前年の研究対象者を同じくし、競技ス

ポーツに対する考え方や、主として卒業後の生活に

競技スポーツがどのように影響しているかについ

て年代別区分により検討を行い、競技スポーツ経験

が人生に及ぽす影響を明らかにする資料を提供す

ることができると考えている。

脚注参考欄は、1973年にH本体育協会が「スボーツ階層寇識」の調査を行った。上層、中層、下層に区分し、チャンピオンスポーツ層、クラブスポーツ陪を

スポーツ階附叙識の上附としている。
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方法

1.対象および調査方法

東京女子体育大学の 8運動部（トランポリン、

スピードスケート、卓球、新体操、バレーボール、ソ

フトボール、フェンシング、カヌー）の卒業生名簿

からランダムに抽出した653名に調査用紙を郵送

した詞収率34.15%、有効回答数は223名であった。

尚、各運動部の名簿は全て揃っている状況になか

ったり、未整備の部や調在に間に合わなかった部

などがあったことから、これで運動部所属卒業生

の競技者の動向を把握するには限界がある。

2.調査期間

1997年7月から 10月。

3.調査内容

エリート競技者の調在（阿江ら、1997)で用いた

調査項目からエリート選手用の内容を削除し、大

学時代の競技スポーツ経験がその後の人生に及ぼ

した影響を問うなどの質問を追加した調査用紙を

作成した。尚、調査内容はこの他の事柄を含むもの

であるが、本研究は調壺内容の一部である。尚、用

いた調究用紙は資料として最後に添付した。これ

は、阿江ら (1997)、掛水ら (1999)でも用いたもので

ある。

結果および考察

1.年代別対象者

回答数223名のうち、競技を行わないダンス部であ

ったと回答した 2名と、世界選手権出場者の 1名

（先の調査にもれたもの）の計3名を除き、220名を

結果の分析の対象とした。大学卒業が177名、短大卒

業が43名である。

図 lは、対象者の年代別人数の割合である。20代

34.1%、30代32.7%、40代22.7%、50・ 60代10.5％であ

る。年齢は20オから65オにわたり、平均年齢は35.4オ

である。ここでは、この年代区分に基づいてアンケー
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図2は、対象者の年代別運動部所属種目である。

本学の運動部の推移を見るという意味から、高年代

から若年代に向けてみると、50・ 60代では、バレーボ

ール52.2%、と最も高い割合を示し、次いで卓球

17.4%トランポリン12.5％である。スピードスケー

ト、フェンシング、ソフトボールは何れも 0％であ

ったのは、当時これらの運動部は設置されていなか

ったか、或いは回答を得られなかったか何れかの結

果と思われる。40代では、 8運動部にそれぞれ2%~

18％の所属があり、運動部所属数の増加や所属の広

がりが見られる。このことは30代、20代にも同じ傾向

が見られるようになる。30代では、新体操26.4%、ソ

フトボール18.1％と他の種目を抜いて高い割合を示

し、 20代では、ソフトボール24%、．新体操22.7%と30

代と同じ傾向を示している。対象者の年代別所属種

目を高年代から若年代へとみたが、スピードスケー

トのように各年代を通じて所属割合がほぼ一定して

いる種目もあれば、ソフトボールや新体操は近年に

従って増加傾向にある等、運動部も様々に変化して

いくことが解る。これらは、スポーツ界の隆盛、衰退

などを背景に、学生のスポーツに対する志向の変化

などを反映するという面から興味深い。と同時に、本

学運動部の推移の一端を見ることができる。
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2.年代別の就業状況

対象者の年代別所属種目

6.9%、20代 8％であり、大学卒の資格を生かして各

卒業後の職種は、体育教師、体育以外の教師、民間

スポーツトレーナー、会社員、公務員など多種にわた

っている。図 3は対象者の現在の職業をみたもので

ある。体育教師は、50・60代13.0%、40代16%、30代
40 
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年代とも教職に関する就業が最も高い割合を示して

いる。ただ30代、20代と若年代において減少している

ことは、生活環境や、意識の変化があるにせよ、時代

を反映して体育教師の就業は徐々に困難になってき

ていることと一致しているようである。20代では、
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民間スポーツトレーナー16%、会社員16%、体育関係公

務員4%、実業団選手2.7％など、専門や経験を生かし

た就業が少しずつではあるが見られるようになる。

図4は年代別就業形態をみたものである。就業形

態をフルタイムでみると、40代が74%と最も高く、

次いで50・ 60代が56.5%、20代56%、30代43.1％であ

った。パートタイムは、50・60代26.1%、20代24%、

40代16%、30代15.3％であった。就業形態がフルタイ

ムかパートタイムかの何れにおいて、30代の年代層

で減少していることは、結婚、出産、育児を期に退職

したと考えられる。これら各年代の比率が卒業生全

体の就業状況と一致するものではない。しかし、30代

で減少した就業率が今後40代で増加するか、このま

まフルタイム有職率が維持されるかは判断できない

が、40代、50・60代のフルタイム有職者がこの30代を

乗り切って継続していることを考えると、30代の年

代層になっての減少は気になるところである。

3.競技スポーツと勉学の両立

大学は本来頂；理の探求、専門的知識・技能の修得、

広い教養を身につけるという意義をもっている。大

学生活が満足であったかどうかは、大学進学の目的

やその意義が果たされたか否かによって評価も様々

となる。本学で学んだことに対して、どの程度満足し

ているかをみた結果は、全体でやや満足とするもの

47.4%、非常に満足20.5%、どちらとも言えない20%、

やや不満8.8%、非常に不満3.2％であることは「本学

競技者に関する研究(5)」で報告した。これを非常

に不満 1から非常に満足5までの 5段階評定で数量

化し各年代の平均点を図示したものが図 5である。

満足度は、50・60代、40代、30代ともにほほ4.0を示し

たのに対し、20代では3.5と若年代はやや低くなって

いる。
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運動部所属者にとってのスポーツは、大学生活全

般にわたって重要なウェイトを占めていると思われ

ふ競技者に要求されるスポーットレーニングの時

間の長さや、部としての役割分担を果たすために、

勉強する時間がなかったり、疲れて勉強まで時間を

とることが出来ないとか、試合のために授業を欠席

しなければならないこと等が多い。大学時代に競技

スポーツと勉学の両立について苦労があったかどう
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かを質問した。図 6は年代別勉学との両立について

みた結果である。両立に苦労したとする回答のうち、

20代で58.7％と最も高い割合を示し、若年代になる

程苦労したという結果である。両立に苦労しないと

回答した人は、50・60代で69.6％であり、苦労したと

する年代とは反対に、加齢に伴って苦労がなかった

としている割合が高い(x2=9.oo,P <o.os)。
競技スポーツと勉学の両立について年代別に比較

した結果を一概に言うことは困難である。教育の現

場では、社会状勢を背景に、そのニーズに対応して教

育課程の変遷があり、その履修方法も異なる。一方、

競技スポーツの技術水準の高度化が現代スポーツの

特徴とされている現状では、若年代程トレーニング

内容やそれに要する時間など、意識の上で生活の主

要な部分を占めていることが多くなっていると思わ

れる。競技スポーツと勉学の両立に苦労したか否か

を吟味するには運動部や時代など歴史的背景から検

討することも必要であろう。

総じて、本学で学んだことを満足としている者が

「非常に満足」「やや満足」を合わせて約 7割であり

満足度は高い。女性にとって競技者としての生活は

主として大学時代にあることを思うと、それが高い

評価につながっていると考えられる。

4.競技スポーツ経験の影響

スポーツをする理由として色々考えられるが、好

きだから、気晴らしという「心理的理由」、運動競技

力を高めるとか、スポーツ技術を身につけたいとい

う「技術的理由」、健康や体力の維持増進に役立てる

という「健康面の理由」、交友関係を広げたいという

「社会的理由」などに大別されると考える。一般的に

は心理的な理由が多いと予想される。

本学競技者のスポーツ開始年齢はかなり若くなっ

ていることがわかっている（阿江ら、 1998)。中学校

からスポーツを開始した者は 8割を超えており、ス

ポーツのキャリアとしては十分な経験を有してい

ふ専門性の高くなる大学で競技スポーツを選択し

たという理由は、スポーツが好きという心理的な理

由ばかりではなく、競技力を高めるとか、技術を身に

つけるという技術的理由など複雑にからみ合ってい

ると考えられる。

大学卒業後に競技スポーツを継続した者は27.8%

であり、競技を完全に引退した者は64％である。競技

者の寿命は短いが、大学時代に競技者として生活し

たことが、卒業後の人生にどう影響したかを問い、

年代別に示したものが図 7である。「大いに役立っ

60 

。 どちらともいえない 役立たなかった 全く役立たなかった

図7 年代別スポーツの人生への影響
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図8 スポーツの具体的影響

た」と「役立った」を合わせると全体で88％を占めて

おり、30代と20代は共に 9割を超えている。「どちら

ともいえない」と回答した者は各年代で 8％から

10％である。30代では「役立たなかった」、「全く役立

たなかった」が0%、40代で「全く役立たなかった」

が0％であった。大学時代の競技スポーツの経験は

大きく優位に意識されており、社会生活の上で効果

が大きいことを高く評価している。

スポーツの具体的な影響について問い（複数回答）

年代別にまとめたのが図 8である。各年代を通じて

最も高く評価している事項は①「精神的に強くなっ

た」ことであり、若年代に従ってその割合は上昇の

傾向を示している。次いで優位順にみていくと、②

「人間関係に自信を得た」、③「好きな職業に就けた」、

④「健康になれた」、⑤「良い配偶者に出会えた」、

⑥「健康な子どもを産んだ」などとなっている。

江刺によれば(1980)、スポーツをいかに定義しよ

うとも、スポーツには身体的側面、社会的側面、およ

び文化的側面の 3つの側面が相互不離あるいは統合

されて存在しているという。調査結果から、「精神的

に強くなった」、「健康になれた」を高く評価してい

ることは、スポーツは心身の健全な発達を促すとい

う点で、人間の有機体としての身体的側面での評価

をしていることが解る。ただ、少数ではあるが「怪我

で苦しんでいる」とする者が50・60代と30代におり、

スポーツによるリスクを負っている状態にあること

は痛ましいことである。また、「人間関係に自信を得

た」としていることは、スポーツの「協同と競争」と

いう人間関係の基本的なあり方を学び、スポーツ文

化のもつ集団性から得たものが大きいことを示して

いるといってよい。さらに「好きな職業に就けた」

という点では、20代を除いた各年代で約50％を占め

る中で、20代では25％と低くなっている。社会的には

近年程職業選択の幅が拡大されている状況にもかか

わらず、20代は希望する職業に就きにくいとう結果

は、本学の学生の多くは教職に就くことを望んでい

るのであろうか。その他、競技スポーツを行ったこと

によって「婚期を逸した」と思っている者が、30代、

50 ・ 60代に見られた。「たくさんの時間とお金をか

けた」としている者は、30代、20代と若年代程割合は

高くなっている。全体として社会生活に良好な影響

を得たとみることができる。
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調査結果の全体から、前述のスポーツの内在する

3つの側面が関連し合い、大学時代の競技スポーツ

の経験は人間的成長を助け、その後の人生に大きく

良い影響をもたらしていることが理解できる。

5.大学卒業後のスポーツとの関わり

本学の競技者が大学卒業後の生活において、スポ

ーツを実際に行うというスポーツ参与の形態に焦点

を当て実状をみた結果が図 9である。調査は各自が

自分の年齢をIO年ごとに区切ってまとめて記入した

ものである。これを各年代層別にみると、20代は、

79.7％であった。30代は、20代で84.7％から30代にな

って65.3％と加齢に伴ってスポーツとの関わりが減

少している。40代は、20代で76%、30代で82%と増大

し、40代になって80％とやや減少するが、30代と40代

の年代層で 8割の高い値となっている。50・ 60代は、

20代で77.3%、30代で78.3%と割合が高くなり、40代

72.7%、50代になって56.5%と減少するが、60代で

75％と再び高い値となっている。各年代層の全体を

通してスポーツを実際に行っている者が7割から 8

割と高い割合を示している。年代によってスポーツ

％ 
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20代 30代

参与の差が近接したり、開いたりする結果は、仕事や

家族形態等の社会環境と関係した結果と思われる。

「体カ・スポーツに関する世論調査」（総理府、

1994年）によると、年間に何らかの運動・スポーツ

を行ったことがあると答えた者（成人）の割合が男

性が65.7％であるのに対し、女性は59.2％と男性のそ

れより6.5％近く低い値となっている。本学競技者の

大学卒業後におけるスポーツ参与の状況はこれら男

女の割合を大きく上回っており、競技スポーツ経験

と卒業後のスポーツ参与の有無は深く関わっている

と考えられる。宇土 (1994)は、生涯スポーツに引退

という 2文字はなく、精神的・身体的・社会的に常に変

化し続ける人の生涯の各時期にスポーツを合わせて

いくことが大切である。スポーツに合わせることは

無用である、と強調している。生涯スポーツは、人の

生涯の長合にわたって、自発的、主体的に行うことが

望まれるところであるが、競技スポーツ経験があり、

高い技能を持ち合わせている本学競技者たちは、各

年代に応じたスポーツを生涯にわたって続けること

を心得ている実態があるとみてよいであろう。スポ

ーツを人間の文化として有することを期待したい。

40代 50,60代

Bl20代スポーツなし

口20代あり

lll30代スポーツなし

日30代あり

口40代スポーツなし

1!140代あり

■50代スポーツなし
口50代あり

■60代スポーツなし
口60代あり

図9 年代別スポーツとの関わり
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まとめ

1.研究対象者の年齢は、20オから65オであり、平均

年齢は35.4オであった。年代別には、20代34.1%、

30代32.7%、40代22.7%、50・60代10.5％であった。

2.年代別所属種目は、50・ 60代では、バレーボール

52.2％と 5割を超えた高い値であり、次いで卓

球17.4%、トランポリン12.5％であった。スピー

ドスケート、フェンシング、ソフトボールは 0%

である。40代では、 8運動部それぞれに 2%~1 

8％の所属があり、運動部所属数が増え広がりが

見られるようになる。このことは30代、20代も同

じ傾向である。30代、20代では、新体操が26.4%

~22.7%とソフトボールが18.1%~24%と他の

種目を抜いて高い値を示すようになる。各年代

を通じてスピードスケートのように所属割合が

ほほ一定している種目があり、また、若年代に向

かって新体操、ソフトボール等は高い割合を示

す種目も見られる。学生のスポーツに対する時

代観、志向の変化の一端を見ることができる。

3.大学卒業後の職種は、各年代とも大学卒の資格

を生かし教職に就く者が最も高い割合を占めて

いる。ただし、若年代になるに従って低い値であ

り、体育教師の就業は徐々に困難になってきて

いることが解る。20代では、民間トレーナーや会

社員など専門や経験を生かした就業が少しずつ

見られる。

4.就業形態を見ると、フルタイムでは40代が74%、

パートタイムでは50・ 60代が26.1%と高年代が

高い割合を占め、フルタイムとパートタイムの

何れの形態でも30代が減少している。この比率

は卒業生全体の就業状況と一致するものではな

いが、40代、 50・ 60代のフルタイム有職者は、こ

の30代を乗り切って継続していることが解る。

5.競技スポーツと勉学の両立は、苦労したとする

者は20代が58.7%、苦労しないとする者は50・ 

60代が69.6%と最も高い割合を示した。若年代

程苦労したとすることとは反対に、加齢に伴っ

て苦労がなかったとしている。時代状勢を反映

して教育課程の変遷、履修方法が異なることや、

一方、競技スポーツの技術水準の高度化による

変化等、若年代程勉学との両立は苦労であると

感じているようである。

6.競技スポーツ経験の影響については「大いに役

立った」「役立った」と合わせると全体で88％で

ある。 20代と30代は共に 9割を超えている。大

学時代における競技スポーツの経験は大ぎく優

位に意識されており、効果が大きいと高く評価

をしているものが殆どである。具体的には、各

年代とも最も高く評価した事項は［精神的に強

くなった」ことであり、このことは若年代に従

って上昇の傾向を示している。その他、「人間関

係に自信を持てた」、「好きな職業に就けた」、「健

康になれた」等としている。少数ではあるが50・ 

60代、 30代に怪我で苦しんでいる者もある。全

体として、競技スポーツの経験は社会生活に良

好な影響を得たと高く評価している。

7.大学卒業後の生活でスポーツを実際に行ってい

る者は、各年代とも 7割から 8割と高い値であ

る。40代と50代の年代になったところでやや減

少の傾向をみたが、全体として本学競技者たち

は、各年代に応じてスポーツを行っていること

が解った。
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か
っ
た
科
目
と
か
、
取
得
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
資
格
が

あ
り
ま
七
坑
自
由
に
お
藝
き
ド
さ
い

（
 

認
合
て
林
む
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
勉
学
と
の
両
立
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

ー
を
つ
け
て
下
さ
い

1.
細
l次
課
（
休
む
こ
と
を
公
は
取
わ
る
）
を
認
め
て
も
ら
え
る
た
サ
で
十
分
で
あ
る

2.
窃
叙
翠
で
噂
す
る
の
で
、
容
易
：
コ
咽
取
得
で
き
る
よ
う
記
漣
が
あ
っ
て
当
傑
＾

3.
糊
lた
補
翫
立
を
し
て
幽
立
を
熙
集
さ
ナ
る
ぺ
き
で
あ
る

4.
糊
ly
直
潤
胆
必
要
な
い
（
自
分
乃
克
王
名
経
如
出
湯
し
て
い
る
の
で

5.
そ
の
他
頃
体
的
こ

⑤
学
ん
だ
ご
と
に
ど
れ
く
ら
‘
バ
満
足
し
で
ハ
ま
す
ヵ
さ
ー
ズ
没
夕
け
て
下
さ
い
，

1
捻
に
環
2
や
洒
釈
3
ど
ち
ら
と
も
4
や
濱
足
し
て
5
珀
椙
凜
足

で
あ
る

あ
る

い
え
な
い
い
る

し
でヽ
る

理

5.
大
学
涅
総
乃
こ
と
に
つ
ヽ
て
耳
祁
致
し
ま
す
。

①
と
嬬
刃
も
り
巾
炒
ど
れ
で
籾
ら
一
づ
3
を
づ
ナ
て
下
さ
い
，

1
．
螂
磯
梵
条
件
環
讚
し
た

2
．
疇
寧
廷
殴
釦
謬
給
和
年
、
醗
如
寧
し
た
二
L
ー
か

3.
船
冦
消
続
す
る
た
が
こ
す
ぐ
；
ヰ
諒
虚
し
芦
ゥ
た
→
③
ヽ

4.
醗
固
ざ
弓
漣
し
、
就
朦
し
た

5.
初
職
吋
、
穀
技
も
引
退
し
た

6.
菊
鵬
、
他
壊
印
怒
那
台
し
た
澳
伯
紗
森
胆
名

7.
そ
の
他
(

つ
！ →
 

ヽ
• ゞ 器 ヽ
．

浴令

i
'
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No
.3
 
②
 
①
で
1
、
2
に
0
を
づ
ザ
哉
技
を
綿
ザ
ゴ
覗
吟
答
え
て
下
さ
い
3

・
職
湯
戊
粒
蒻
院
は
ど
の
よ
う
で
口
記
り
、
指
導
者
1
い
る
2
い
な
い

練
習
涵
所
1
あ
る
2
な
い

練
1
1
十
分
2
少
t
s

｛
憫

1
良
い
2
悪ヽ

詣
勧
珊
渡
1
十
分
2
不
十
分

・
競
技
烈
愁
梵
叩
雄
万
か
（
あ
て
は
ま
碍
恥
0
を）
，

全
く
違
う

非
閣
こ
そ
う
だ

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 

も
っ
と
良
い
戒
績
を
旦
fた
り
ゥ
お
か
ら

就
識
紺
勃
浪
か
っ
た
か
ら

協
会
が
ら
螂
さ
れ
た
か
ら

自
分
洒
紐
雑
じ
か
ら

限
界
ま
で
挟
鍛
し
た
か
っ
た
か
ら

l
 
|
 
I
 
I
 
l
 

|
 
1
 
1
 
|
 
l
 

I
 
I
 
I
 
I
 
l
 

I
 
I
 
I
 
I
 
I
 

|
 
1
 
1
 
1
 
1
 

・
社
会
双
恕
者
と
＇
ッ
て
の
自
分
紐
祖
iし
て
F
さ
い

競
技
能
力
1
向
上
し
た
2
低
下
し
た

仕
事

1
苦
し
か
っ
た
2
楽
口
っ
た
哩
由

知
識
力
1
不
足
し
て
い
た
2
刊
穴
あ
っ
た

競
1
向
上
し
た
2
低
下
し
た

・
競
怯
な
0:.
め
D
必
要
翌
費
は
誰
が
負
担
し
ま
し
と
が
（
一
久
3
を）

1
自
分
2
両
親
3
後
援
会
4
会
社
5
J
O
C
 
6
競
技
西
本

7
ス
ポ
ン
←
頃
困
沼
こ

・
艇
翅
括
弓
腿
蜘
ゴ
環
し
ま
し
td:
Jヽ
li
共ヽ

2
い
い
え

は
い
J
の
方
そ
の
哩
臼
(

)
 

③
 
①
で
3
と
答
え
た
方
の
み
答
え
て
下
さ
い
。

イ
甲
罪
、
粍
の
内
駿
燎
け
ま
し
た
か

（
 

）
号
』

・
甜
懺
ぶ
っ
た
理
由
i埠
姓
胡
約
粒
複
先
し
td:
J
も
で
粒
>
1
は
い
2
い
い
え

・
槃
技
乃
3
砂
必
蚕
蛭
費
は
誰
が
負
担
し
ま
し
た
が
（
一
つ
3
を）

1
自
分
2
両
親
3
後
援
会
4
会
社
5
J
O
C
 
6
競
技
団
体

7
ス
ポ
ン
サ
ー
8
そ
況
i
頃
体
的
に

）
 

・
躙
胞
召
℃
斑
支
芍
聡
け
る
こ
と
へ
不
茄
拉
”
ま
し
た
れ
1
は
い
21
t'
v
、え

ほ
い
」
の
屈
迎
紬
(

)
 

④
如
4
、
5
と
答
ぢ
ゴ
刃
あ
お
答
え
下
さ
い
こ

・
引
退
十
る
と
考
え
た
主
な
理
由
は
何
で
す
か
（
一
つ
つ
を
）

1
、
I浪
界
を
感
じ
た
か
ら

2
、
卒
業
し
て
ま
で
も
や
り
た
く
な
り
っ
た

3
、
怪
我
で
思
う
よ
う
に
動
け
な
く
な
っ
；
と
が
ら

4
、
競
技
を
組
糊
天
き
る
就
臓
先
が
な
か
っ
た
か
ら

5
、
仕
事
こ
専
念
し
た
か
っ
た
か
ら

6
、
学
牛
時
臼
こ
完
全
恨
焼
し
て
｀
目
襟
が
な
く
な
っ
た
か
ら

7
、
指
導
者
が
い
な
刀
'-
?t
d.
.心

8
、
そ
バ
也
澳
体
的
こ

6
．
職
深
に
つ
い
て
答
え
て
て
さ
い
，

c
竹
芯
屎
辱
し
ま
し
た
か

1
は
い
2
い
い
え

②
大
学
蹟
漿
現
在
ま
で
／
比
況
咽
お
以
下
の
ど
れ
で
豆
〉
あ
て
は
ま
る
も
の
一
文
0
を

づ
ナ
て
下
さ
¥,
‘3

1
、
就
識
ま
全
く
し
な
わ
っ
た

2
、
就
識
口
翌
哭
系
鮫
し
で
ヽ
る
淀
芦
遥
薇
を
字
砂

3
、
就
識
し
fユ
文
途
中
さ
胆
哉
し
た
（
そ
の
街
沈
労
ぜ
ず
）

4
、
就
識
し
た
が
、
そ
咲
紺
咄
劫
屯
識
し
（
パ
ー
ト
を
宗
砂
、
契
笠
恥
ヽ
で
い
な
い

氏
就
識
し
も
林
、
そ
の
街
亜
弘
拒
識
し
（
パ
ー
遠
含
む
）
、
典
甘
貌
て
い
る
ぽ

年
遥
識
を
含
む
，
）

6
、
そ
の
他
(

③
、
最
初
に
就
い
た
樺
業
は
何
で
し
た
が
次
の
項
目
か
ら
選
び
そ
の
番
号
を
書
き

屈
で
さ
い
（
②
り
2
~
6
ま
芍
こ
答
え
乞
け
の
玲

J

頃
紺
的
に

C
体
育
教
蔀
怠
体
育
如
匂
蕩
員
・
団
困
韻

③
ズ
ポ
ー
ツ
＝
子
・
ト
ピ
サ
考
喝
fl)
c
坦
四
爵
手

⑤
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
⑥
教
蔀
（
体
w..
.m-
)
er念
村
直

訟
湯
員
・
公
刈
組
（
体
育
炭
怜
⑨
自
裳
業

⑩
そ
乃
也
倶
体
的
に
こ
記
入
下
さ
い
）
⑪
無
識

・
就
労
窃
r姐
ま
ど
ち
ら
で
し
た
が

1
フ
ル
タ
イ
ム
2
パ
ー
ト

①
魯
灰
遇
殿
し
t坊
1丈
締
可
嘩
澗
仕
事
を
し
で
ヽ
ま
し
紐
t
(
 
）
哨
閉

（
②
で
3
と
4
と
答
え
だ
方
の
み
）

⑤
•
遇
哉
し

t:
:J
.荘
、
｛
雫
転
職
·
還
哉
し
ま
し
お
か

（
 
）
回

翫
3
~
5
と
答
え
乞
方
の
み
）

第
恒
！
目
底
・
退
即
理
由
は
釈
す
か
（
一
文
）
を
つ
iれ
丁
さ
い
）
。

1.
競
技
を
引
退
し
た
か
ら
2.
結
婚
の
た
め

3
．
出
垂
D
た
め

4.
夫
‘
ぽ
如
こ
め
5.
他
か
ら
ワ
豚
吃
）
た
め
6.
人
配
胸
里
功
3
め

7.
子
ど
も
の
た
め
8.
親
の
組
要
功
3こめ

9.
仕
事
い
き
づ
ま
り
倶
佑
内
こ

）
 

10
.
そ
ヴ
也
惧
ほ
内
こ

）
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該
当
す
る
方
の
み
第
ユ
担
パ
ヒ
・
遇
珈
没
袖
i却
［
て
す
か
（
一
ズ
没
夕
け
て
下
さ
い
）
こ

1
．
競
技
を
引
退
し
芯
か
ら
2.
岩
郡
）
た
め
3
．
凸
垂
わ
た
め

4.
転
翫
た
め
5.
他
力
も
切
瀞
和
▽
た
め
6.
人
員
整
理
の
た
め

7.
子
ど
も
の
た
め
8.
親
の
允
感
り
た
め
9.
定
年
週
哉

10.
仕
事
乃
い
き
づ
ま
り
倶
依
和
こ

11
.
そ
ヴ
也
頃
困
匁
ご

細
即
湘
深
選
択
嘩
、
自
分
ヽ
堆
験
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
ど
の
よ
う
に
菌
識
し
ま
し
fゴヽ

1.
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
殿
淀
玄
tき
た
か
っ
た

2.
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
す
る
賑
鞄
項
tき
た
か
っ
た

3.
ス
ボ
ー
ツ
と
全
く
関
係
な
い
湘
諜
に
就
き
お
わ
っ
た

4.
そ
の
他
澳
体
泡
こ

⑦
職
党
こ
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
（
当
て
は
ま
る
方
に
0
を
つ
ナ
C
下
さ
い
）
。

・
女
性
と
職
業
：
：
つ
い
て

ア
、
癖
訊
た
ら
仕
事
は
や
め
ま
す
か

ィ
、
子
ど
も
が
で
き
た
ら
仕
申
ま
や
め
ま
わ
か

・
仕
事
U
炉
零
こ
つ
い
て

ア
、
蜘
嬬
琴
羅
謡
手
だ

イ
、
男
性
と
同
じ
く
ら
し
廿
事
が
で
き
る

ウ
、
管
理
蹄
零
き
た
い

工
、
補
助
窃
対
事
が
良
い

オ
、
お
U
ま
如
也
冴
団
た
あ
る

カ
、
男
女
平
咽
尖
当
然
だ

7.
結
婚
に
づ
い
て

結
婚
を
し
ま
し
た
栢

li
お
、
2
い
い
え

「は
い」
の
方
だ
サ
お
答
え
下
さ
い

・
何
歳
噂
誨
し
ま
し
tか

（
 

・
子
ど
も
！
廿
可
人
て
す
か

（
 

・
配
偶
苦
戊
疇
叩
・
ス
ポ
ー
‘
牙
媒
和
子
こ
吋
か

・
離
し
ま
し
た
か

1
は
い

1
は
い

2
い
い
え

2
い
い
え

1
は
い
2
い
い
え

1
は
い
2
い
い
え

1
は
い
2
バ
ハ
え

1
は
い
2¥
t'
vヽ
え

1
は
い
2
い
い
え

1
は
い
2
い
い
え

）
歳

）
人 1
は
3
9
2
V
Wヽ
え

1
ぱ
い
2
い
い
え

・
具
佑
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
祝
）
、
（
当
て
は
ま
る
も
の
全
て
に
O
を
つ
け
て
下
さ
い
）

1.
好
き
な
眠
梃
耳
史
く
こ
と
が
で
き
た

2.
あ
ま
り
勉
強
を
'-
fm
ゥ
た
の
で
、
中
土
エ
誼
っ
た

3.
健
康
に
f辻
此

4.
怪
我
を
し
た
の
で
、
長
く
苦
し
ん
で
い
る

5.
良
し
吾
罪
堵
に
巡
り
あ
え
ろ
こ
と
が
で
き
た

6.
婚
期
を
逃
し
て
し
ま
っ
た

7.
名
誉
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

8.
随
分
た
く
さ
ん
双
躙
と
お
金
を
対
た
と
思
う

9.
饒
歎
子
と
鰭
羞
こ
と
が
令
た

10
.
精
神
甜
こ
強
く
な
っ
た

11
.
人
罪
雰
係
に
つ
い
て
自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

12.
ス
ポ
ー
ツ
が
凍
に
な
っ
た

•
大
ヤ
の
部
哉
訳
強
く
印
象
こ
残
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま
＇
』
た
ら
、
自
由
に
書
ハ
て

ド
さ
し
し

昭
和
併
祓
）

（
 

9.
卒
業
後
か
ら
現
在
ま
て
の
ス
ポ
ー
ツ
と
刀
¥
加
り
は
ど
の
よ
う
て
ず
お
ご
ヤ
自
分
以
項
経
10

年
ご
と
に
区
切
っ
て
ま
と
め
て
下
さ
い
J
環
在
40
代
な
か
文
幻
代
、
初
代
、
40
代
を

を
菩
い
て
下
さ
い
。
お
お
ま
か
芍
苦
街
9
ー。）

頻
奥
歌
の
数
字
で

1
．
月
に
~
」
度

記
入
し
て
下
さ
い
3.
月
に
10
回
控
変

幻
代

①
代

40
代

oo
代

oo
代

ス
ポ
ー
ツ
は
し
ま
コ
か

い
い
え
・
は
い
田
滋
目

い
い
え
・
は
い
は
滋
目

い
い
え
・
は
い
国
遣
目

い
い
え
・
は
い
住
租
薔
目

い
い
え
•
は
い
注
な
種
目

何
年
こ
ろ

2.
月
に
2
~
4
回

4.
月
に
公
）
回
以
上

ノヽ 、 j . 、 ー 、ヽ l ' ‘ ! '

砥 （ （ （ （ （

jヽ
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こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
芯
種
目
が
あ
り
ま
し
た
ら
寄
ヽ
て
下
さ
い
っ

8.
大
罪
封
り
ゴ
紀
：
ス
ポ
ー
‘
乃
翌
食
を
し
た
こ
と
が
あ
な
た
の
も
冴
紀
り
人
曲
こ
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
対
こ
と
感
じ
て
い
ま
す
カ
ヽ
ー
づ
製
u
て
0
を
づ
t'
CT
さい
。

1
大し
tこ
役
2
役
セ
っ
た
3
ど
ち
ら
と
も
4
役
む
を
な

立
っ
た

い
え
な
い
か
っ
た

5
全
く
役
立
も
ト
よ

ヵ
と
た

如
讚
的
冗
終
わ
り
吋
3
這
痴
鴫
1あ
り
が
と
う
ご
さ
ヽ
、
ま
し
な
こ
協
力
は
恵

謝
し
ま
す
C


